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一
般
会
計
の
概
要

国
保
補
助
金
、
県
支
出
金
の 

事
業
終
了
に
よ
る
減
額

　
令
和
3
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
32
億
52
，2
4
6
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
3
億
74
，

9
2
2
千
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
減
額
の
要
因
は
、
沖
縄
離
島

型
畜
産
活
性
化
事
業
な
ど
の
大
型

公
共
事
業
終
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

商
工
費
の
増

　
多
良
間
村
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
デ
ニ

ム
事
業
（
離
島
活
性
化
事
業
）
に

伴
い
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　
国
民
健
康
保
険
の
減
額
は
、

国
保
被
保
険
者
の
減
少
に
よ
る

保
険
給
付
費
の
減
額
。
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
増
額
は
、
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
見
直
し
に

伴
う
増
額
。

　

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
会
。
初
日
に
は
村
長
か
ら
「
人
口
減
少
と
い
う
危
機
感
、
思
い
を
村
民
と
と
も
に
共
有

し
な
が
ら
、
目
指
す
べ
き
未
来
に
向
か
っ
て
、
共
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
し
っ
か
り
と
見
据
え
「
確
か
な
暮
ら
し
を
営
め
る
ゆ
か゚
り
村
」
現
実
の
た
め
に
、「
人
を

つ
な
ぎ
、
未
来
（
あ
す
）
へ
つ
な
ぐ
村
づ
く
り
」
を
着
実
に
積
み
重
ね
、
村
民
の
皆
様
と
同
じ
土
俵
で
、
力
を
あ
わ
せ
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
施
政
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
、
新
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
、
条

例
制
定
、
報
告
等
合
わ
せ
３１
件
が
提
出
さ
れ
、
議
員
全
員
で
慎
重
に
審
議
し
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 令和3年度一般会計当初予算	 （単位：千円、△ はマイナス）

区分 2021年度 2020年度 対前年度
増減額

増減率
（％）

構成比
（％）

歳

入

村 税 87,304 87,334 △ 30 △ 0.0 2.7
地 方 譲 与 税 31,155 33,802 △ 2,647 △ 0.1 1.0
利 子 割 交 付 金 33 33 0 0.0 0.0
配 当 割 交 付 金 118 125 △ 7 △ 0.1 0.0
株式等譲渡所得割交付金 105 77 28 0.4 0.0
法人事業税交付金 415 313 102 0.0 0.0
地方消費税交付金 21,317 21,311 6 0.0 0.7
環境性能割交付金 2,531 3,097 △ 566 △ 0.2 0.1
地 方 特 例 交 付 金 100 100 0 0.0 0.0
地 方 交 付 税 1,000,000 950,000 50,000 0.1 30.7
分担金及び負担金 27,175 10,257 16,918 1.6 0.8
使用料及び手数料 57,506 54,290 3,216 0.1 1.8
国 庫 支 出 金 305,551 543,788 △ 238,237 △ 0.4 9.4
県 支 出 金 846,015 979,347 △ 133,332 △ 0.1 26.0
財 産 収 入 953 953 0 0.0 0.0
寄 附 金 50,001 50,002 △ 1 △ 0.0 1.5
繰 入 金 634,416 639,440 △ 5,024 △ 0.0 19.5
繰 越 金 1 1 0 0.0 0.0
諸 収 入 29,611 24,901 4,710 0.2 0.9
村 債 157,939 227,997 △ 70,058 △ 0.3 4.9
合 計 3,252,246 3,627,168 △ 374,922 △ 0.1 100.0

歳

出

議 会 費 43,642 44,819 △  1,177 △  0.0 1.3
総 務 費 1,588,271 1,638,326 △  50,055 △  0.0 48.8
民 生 費 175,049 165,364 9,685 0.1 5.4
衛 生 費 188,636 129,862 58,774 0.5 5.8
農 林 水 産 業 費 484,107 932,859 △  448,752 △  0.5 14.9
商 工 費 147,584 86,236 61,348 0.7 4.5
土 木 費 155,452 155,377 75 0.0 4.8
消 防 費 12,156 12,027 129 0.0 0.4
教 育 費 203,314 197,580 5,734 0.0 6.3
公 債 費 250,035 260,718 △  10,683 △  0.0 7.7
予 備 費 4,000 4,000 0 0.0 0.1
合 計 3,252,246 3,627,168 △  374,922 △  0.1 100.0

 令和3年度当初予算総括表
 （単位：千円、△ はマイナス）

会計名 2021年度 2020年度 対前年度 
増減額

増減率
（％）

一 般 会 計 3,252,246 3,627,168 △ 374,922 △ 0.10
特 別 会 計 361,236 357,969 3,267 0.01

国民健康
保険事業 135,214 141,071 △ 5,857 △ 0.04

簡易水道 
事 業 91,159 66,129 25,030 0.38

介護保険 124,009 140,147 △ 16,138 △ 0.12
後期高齢者 10,854 10,622 232 0.02

前
年
度
比
３
億
74
，9
2
2
千
円（
11
％
）減

３２
億
52
，２
４
６
千
円
を
可
決

環境性能割交付金とは
燃費がいい車ほど税が�
軽減される仕組み。

令和3年度 
一般会計
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 未来につながる予算を可決

令和3年度主要事業

農業基盤整備促進事業 
（大神地区）
591,000千円

【概要】� �
�農産生産基盤の整備及び開発を図り、農業の生産
性の向上、農業総生産の増大、農業生産の選択拡
大及び農業構造の改善を図る。
【面積】� �
20.2ha
【受益戸数】� �
46戸
【工期】� �
令和3年度～令和7年度（5年間）
【予算の内容】� �
区画整理

離島活性化推進事業 
（サーキュラーデニム事業）

54,020千円
【概要】� �
多良間島の基幹作物であるさとうきびの搾りカス
「バガス」を有効活⽤した繊維・デニム⽣地を開
発する。この繊維やデニム⽣地を使い、エコファー
マーのユニフォームを開発する。また、⼀定期間
後、ユニフォームを回収し、ユーズドのデニムと
して販売し、収益を農家に還元することによって、
6次産業モデルを確⽴する。また、各種バガス繊
維製品については、多良間島の特産品として、消
費者向けの販売を想定した製品開発及び、設備導
⼊を⾏う。

トゥブリ道整備事業
92,070千円

【概要】� �
トゥブリ道を整備して、村民の憩いの場としては
もとより、新しい観光メニューの創出による観光
客の誘致につなげる。また、トゥブリ名の標柱を
設置することで貴重な生活文化の遺産として残し、
児童生徒の郷土学習に役立てるとともに、島に愛
着を持つことで、将来、島に帰ってきたいという
郷土愛を育て、島の人口増と、産業の担い手の育
成につなげる。

【工期】令和３年度～令和３年度（１年間）

【予算の内容】� �
�測量設計業務、� �
整備工事、標柱設置

村営学習塾開設事業
15,100千円

【概要】� �
学力向上、高校受験対策

【指導者】� �
民間委託業者

【対象学年】�
小学4年生～中学3年生�
自己負担なし（一括交付金充当）

優良繁殖雌牛導入支援事業
8,000千円

【概要】� �
�生産農家の経営の安定化及び良�
質な肉用牛の改良推進を図る。

新年度も大型事業が
たくさんあるんだね。
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多良間村税条例の一部を改正する条例

多良間村介護保険条例の一部を改正する条例

（督促手数料）　�第21条　徴税吏員は、督促状を発した場合においては、督促状1通について、
100円の督促手数料を徴収しなければならない。ただし、やむを得ない理由
があると認める場合においては、これを徴収しない。

（個人の住民税の納期）	 �第40条　普通徴収税の方法によって徴収する個人の村民税の納期は、
次のとおりとする。

	 第1期：6月1日～同月末日まで	 第2期：8月1日～同月末日まで
	 第3期：10月1日～同月末日まで	 第4期：翌年1月1日～同月末日まで

（固定資産税の納期）	 第67条　固定資産税の納期は次のとおりとする。
	 第1期：5月1日～同月末日まで	 第2期　7月1日～同月末日まで
	 第3期　12月1日～同月25日まで	 第4期　翌年2月1日～同月末日まで

（保険料率）
第5条　令和3年度から令和5年度までの各年度における保険料率は、次の各号に掲げる第1
号被保険者（法第9条第1号に規定する第1号被保険者をいう。以下同じ。）の区分に応じそ
れぞれ当該各号に定める額とする。

⑹	 �次のいずれかに該当する者　90,600円� 	
地方自治法（昭和25年法律第226号）第292条第1項第13号に規定する合計所得金額（以
下、「合計所得額」という。）（租税特別措置法（昭和32年法律第26号）第33条の4第1
項若しくは第2項第34条第1項、第34条の2第1項、第34条の3第1項、第35条第1項、第
35条の2第1項、第35条の3第1項または第36条の規定の適用がある場合には、当該合計
所得金額から令第22条の2第2項に規定する特別控除額が0を下回る場合には0とする。
以下同じ。）が120万円未満である者であり、かつ、前各号のいずれにも該当しないもの。

⑺	 �次のいずれかに該当する者　94,224円� 	
合計所得額金額が120万円以上210万円未満の者であり、かつ、前各号のいずれにも該
当しないもの。

⑻	 �次のいずれかに該当する者　111,612円� 	
合計所得額金額が210万円以上320万円未満の者であり、かつ、前各号のいずれにも該
当しないもの。

⑼	 �次のいずれかに該当する者　114,516円� 	
合計所得額金額が320万以上の者であり、かつ、前各号のいずれにも該当しないもの。

２	 �所得の少ない第1号被保険者についての保険料の減額賦課に係る前項第1号に該当する
者の令和3年度から令和5年度までの各年度における保険率は同号の規定にかかわらず、
21,744円とする

３	 �前項の規定は、第1号第2号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課に係る
令和3年度から令和5年度までの各年度における保険料率について準用する。この場合、
前項中「21,744円」とあるのは、「36,240円」と読み替るものとする。

 ４	 �第2項の規定は第1項第3号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課に係る
令和3年度から令和5年度までの各年度における保険料率について準用する。この場合、
前項中「21,744円」とあるのは、「50,736円」と読み替るものとする。

可 決

可 決

改正後の 
内容

改正後の 
内容（案）



一般質問
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村
長
の
３
選
出
馬
は

　
村
長
選
が
6
月
15
日
の
告
示
で
6
月
20

日
の
投
開
票
と
日
程
が
決
っ
た
。
12
月
村

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
村
長
の
3
選
出

馬
に
つ
い
て
2
人
の
同
僚
議
員
か
ら
質
問

が
あ
っ
た
。「
村
民
も
、
村
長
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
公
表
し
て

も
い
い
時
期
で
は
な
い
か
」
と
の
質
問
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
村
長
は
、
今
現

在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
変
動
が
激
し
く
、

こ
の
社
会
状
況
を
見
届
け
る
べ
き
だ
と
の

判
断
か
ら
明
確
な
答
弁
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
島
の
事
業
所
や
商
売
を
さ
れ
て
い
る

方
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
も
数
々
の
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

感
染
症
対
応
に
お
い
て
は
、
多
良
間
診
療

所
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
の
対
応

や
呼
び
か
け
、
島
外
へ
の
渡
航
自
粛
で

あ
っ
た
り
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

呼
び
か
け
な
ど
、
職
員
が
緊
張
感
を
持
っ

て
対
策
、
対
応
を
取
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
伊
良
皆
村
長
は
2
0
1
3
年
の

就
任
以
来
、
前
村
長
か
ら
引
き
継
い
だ
施

策
や
事
業
も
進
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
自
身

の
計
画
し
た
事
業
等
も
実
行
に
移
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
が
今
現
在
、
形
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画

や
事
業
が
形
と
し
て
現
れ
る
の
も
、
自
身

の
行
動
や
職
員
に
も
恵
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
課
題
に
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
だ
と
私
は
思
う
。
今
現
在
も
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
事
業
が

動
き
出
し
て
い
る
。
今
後
は
国
営
事
業
な

ど
の
着
工
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
と
同
時
進
行
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
諸
問
題
な
ど
も
解

決
し
な
が
ら
村
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
今

後
の
村
政
運
営
も
平
凡
な
道
の
り
で
は
な

い
と
予
想
さ
れ
る
が
、
3
選
出
馬
に
つ
い

て
村
長
の
考
え
を
公
表
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
前
向
き
で
あ

る
な
ら
ば
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
計
画
や
事
業
な
ど
も
伺
う
。

村
長

　
去
る
3
月
6
日
に
多
良
間
村
の
あ
る
団

体
か
ら
3
期
目
へ
の
出
馬
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
村
民
の
皆
様
か

ら
も
出
馬
に
つ
い
て
の
要
請
、
話
等
承
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
真
摯
に

受
け
止
め
な
が
ら
、
気
持
ち
と
し
て
は
前

向
き
に
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
と
き

に
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

正
式
に
出
馬
表
明
は
、
今
後
日
程
調
整
し

な
が
ら
発
表
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
前
向
き
に
検

討
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ど
う
い
う
施
策
を
重
点
的
に
や
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
私
た
ち
の
大
き
な
課
題
と

い
う
の
は
、
こ
の
人
口
減
少
問
題
、
過
疎

化
対
策
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
影

響
し
て
お
り
ま
す
。
雇
用
、
住
宅
、
そ
し

て
こ
の
第
1
次
産
業
関
係
、
そ
う
い
う
も

の
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
、
人
口
減
少
問

題
と
い
う
の
は
や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

全
体
的
に
ず
っ
と
取
り
上
げ
て
き
て
お
り

ま
す
水
あ
り
農
業
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
あ
る
い
は
福
祉
、
保

健
、
介
護
、
高
齢
者
対
策
、
そ
う
い
う
も

の
、
そ
し
て
医
療
、
全
て
が
人
口
問
題
に

関
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
全
て
を
網
羅
し

た
一
つ
一
つ
の
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
こ
の
人
口
問
題

対
策
と
い
う
の
は
や
り
切
っ
て
い
く
の
か

な
と
、
成
果
が
出
て
く
る
の
か
な
と
。
そ

し
て
、
こ
の
人
口
問
題
と
い
う
の
は
終
わ

り
と
い
う
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ず
っ

と
継
続
し
て
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
思
い
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
形
で
実
行
し
て
い
き

た
い
と
い
う
決
意
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

問

村
長
の
3
選
出
馬
は

答

出
馬
表
明
は
、�

�

今
後
日
程
調
整
を
す
る

安
あ

里
さ と

 三
み

喜
き

男
お

　議員
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村
長
の
２
期
８
年
間
の
、�

�

総
ま
と
め
、
集
大
成
に
つ
い
て

　
去
る
12
月
の
定
例
議
会
で
も
申
し
述
べ

た
が
、
任
期
満
了
最
後
の
定
例
議
会
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
質
問
を
再
質
問
す
る
。

明
治
44
年
、
多
良
間
村
分
村
以
降
、
村
の

沿
革
史
に
基
づ
い
た
行
政
の
歩
み
で
あ

る
。
重
要
な
部
分
だ
け
申
し
述
べ
る
。
昭

和
40
年
、
村
長
不
信
任
案
議
決
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
昭
和
51
年
、
村
を
相

手
取
っ
て
、
賠
償
金
請
求
裁
判
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
伊
良
皆
村
長
政
権
で

は
、
2
期
、
短
期
間
で
、
令
和
元
年
12
月

定
例
議
会
に
お
い
て
、
村
長
不
信
任
決
議

案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
2
つ
目
、
月
島

機
械
株
式
会
社
か
ら
の
訴
訟
裁
判
が
今
進

行
中
で
あ
る
。
3
つ
目
、
宮
古
製
糖
株
式

会
社
と
の
使
用
料
、
未
支
払
い
争
い
問
題
。

4
つ
目
、
水
納
島
裸
用
船
問
題
、
年
間
使

用
料
を
ま
だ
完
全
に
は
支
払
い
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
5
つ
目
、
多
良
間
海

運
フ
ェ
リ
ー
建
造
問
題
、
我
々
議
員
の
話

も
全
然
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
6
つ

目
、
議
員
定
数
7
名
中
、
5
人
と
対
立
を

続
け
る
、
多
良
間
村
に
お
い
て
、
短
い
期

間
で
こ
の
よ
う
な
多
数
、
数
多
い
重
大
な

問
題
が
発
生
し
た
事
は
こ
れ
ま
で
に
あ
り

得
な
い
こ
と
だ
。
私
は
、
異
常
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
、
こ
の
要
因
は
ど
こ
に
あ

る
と
の
考
え
か
、
村
長
に
伺
う
。

村
長

　
こ
れ
は
進
め
て
き
た
事
業
の
中
で
起
き

て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
、

事
業
を
し
て
い
く
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
場
合
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
の
訴
訟
問
題
な
ど
、
製
糖

工
場
の
問
題
も
そ
れ
と
関
連
し
た
同
じ
問

題
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ェ
リ
ー
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
意
見
を
聞
い

て
、
議
員
に
説
明
を
し
て
、
議
員
の
意
見

に
基
づ
い
て
進
め
て
き
て
い
る
中
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
一
方
的
な
考
え
方
と
い
う

の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
形
で
、
も
し
議
員
の
皆
さ
ん
が

こ
れ
に
つ
い
て
反
対
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
て
、
今

粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
大
ま
か
に
今
申
し
上
げ
ま

し
た
。

意
見

　
私
は
、
村
長
が
答
弁
を
さ
れ
る
の
は
想

定
内
の
答
弁
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

が
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
短
期
間

で
こ
れ
だ
け
の
問
題
が
起
き
て
い
る
、
そ

の
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
フ
ェ

リ
ー
問
題
で
、
議
員
と
相
談
し
た
と
今

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
青
図
面
が
出
来

上
が
っ
て
か
ら
我
々
に
提
示
し
て
あ
る
。

そ
の
前
に
、
ど
の
よ
う
な
船
を
建
造
し
た

ほ
う
が
い
い
の
か
、
他
の
類
似
町
村
海
運

の
船
舶
を
我
々
議
員
も
視
察
な
り
し
、
ど

う
い
う
船
が
多
良
間
に
適
し
て
い
る
の
か
、

検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
。
粟
国
島
は
人
口

が
多
良
間
村
の
約
半
分
で
あ
る
の
に
、
あ

れ
だ
け
の
大
き
な
船
、
6
9
0
ト
ン
の
船

を
建
造
し
て
い
る
。
多
良
間
村
は
4
9
0

ト
ン
建
造
予
定
。
私
が
7
0
0
ト
ン
の
建

造
を
要
望
す
る
と
村
長
は
こ
う
答
え
ま
し

た
。
多
良
間
村
は
需
要
が
な
い
か
ら
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
粟
国
村
は
多
良
間

村
の
半
分
も
需
要
は
無
い
、
多
良
間
村
は

船
が
小
さ
い
ゆ
え
に
欠
航
が
多
い
。
そ
の

た
め
に
A
コ
ー
プ
は
雑
貨
が
、
資
材
店

は
畜
産
飼
料
も
品
切
れ
す
る
。
セ
リ
価
格

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

伊
平
屋
、
伊
是
名
村
は
台
風
以
外
ほ
と
ん

ど
欠
航
が
な
い
そ
う
で
す
。
伊
良
皆
村
長

は
、
議
員
定
数
7
名
中
、
5
人
が
対
立
し
、

多
良
間
村
振
興
発
展
の
た
め
に
、
声
を
大

に
し
、
精
一
杯
討
論
、
議
論
、
質
問
し
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耳
を
傾
け
ず
何

事
も
自
分
が
正
し
い
、
そ
う
い
う
姿
勢
、

考
え
方
に
私
は
人
間
性
を
疑
う
。
私
は
2

期
の
村
長
選
挙
に
お
い
て
伊
良
皆
村
長
を

信
頼
し
、
信
じ
、
支
持
し
て
き
た
事
に
責

任
を
感
じ
自
問
、
自
答
す
る
現
在
で
あ
る
。

問

村
長
の
２
期
８
年
間
の
総
ま

と
め
、
集
大
成
に
つ
い
て

答

事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ
た
場

合
が
あ
っ
た

富
と み

原
は ら

 安
や す

則
の り

　議員
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P
C
R
検
査
キ
ッ
ト
導
入
に�

�

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
国
民
全
員
に
行
き
届
く
ま
で

に
は
ま
だ
時
間
か
か
る
。
ま
た
、
い
ま
だ

医
療
現
場
の
逼
迫
が
収
ま
ら
ず
、
収
束
ま

で
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
も

の
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
収
束
と
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
伴
う
こ
と
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
が

全
国
民
に
行
き
渡
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
感
染
症
に

認
定
さ
れ
、
制
限
さ
れ
た
生
活
か
ら
解
放

さ
れ
る
と
思
う
。
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除

さ
れ
た
が
、
3
月
、
4
月
は
人
が
動
く
時

期
で
あ
る
。
気
を
緩
め
ず
、
コ
ロ
ナ
の
意

識
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
今
後
も
島
内
か

ら
感
染
者
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

そ
れ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
新
し

い
生
活
様
式
に
伴
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
検
査
と
同
様
に
、
P
C
R
検
査
も

受
け
る
体
制
は
必
須
だ
と
思
う
。
今
後
、

P
C
R
検
査
キ
ッ
ト
の
導
入
の
予
定
は

な
い
の
か
伺
う
。

観
光
振
興
課
長

　
6
次
補
正
、
2
月
の
補
正
の
中
で
、
観

光
振
興
課
の
提
案
の
予
算
と
し
て
、
多
良

間
村
観
光
来
島
者
等
P
C
R
検
査
実
証

事
業
と
い
う
こ
と
で
事
業
を
提
案
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
5
0
0
名
分
の
検

査
キ
ッ
ト
を
導
入
す
る
予
定
の
予
算
を
組

み
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
観
光
で
来

島
を
予
定
し
て
い
る
方
、
そ
の
中
で
も
、

村
内
で
例
え
ば
案
内
す
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

釣
り
、
観
光
案
内
と
か
、
村
内
の
観
光
事

業
者
が
対
応
す
る
お
客
さ
ん
に
対
し
て
、

島
に
入
っ
て
く
る
前
に
検
査
キ
ッ
ト
を

送
っ
て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
の
低
い
と
い
う
ふ
う

な
言
い
方
を
す
る
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
ふ
う
な
形
で
、
低
い
人
が
島
に

入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
受
け
る
人

も
安
心
し
て
、
も
ち
ろ
ん
本
人
も
コ
ロ
ナ

の
感
染
の
疑
い
が
低
い
と
い
う
状
態
で
島

に
入
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
の

事
業
で
あ
り
ま
す
。
一
応
こ
の
事
業
の
内

容
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し

て
、
今
現
在
、
実
証
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

利
用
状
況
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

1
0
0
人
分
だ
け
既
に
導
入
し
て
あ
り
ま

す
。
観
光
関
連
の
事
業
者
か
ら
は
、
も
う

問
合
せ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
申
請
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
来
島
前
に
こ
の
検
査
キ
ッ

ト
で
検
査
を
受
け
て
、
自
分
の
体
調
が
コ

ロ
ナ
感
染
の
疑
い
が
低
い
と
い
う
状
況
で

島
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
ふ
う
な
事
業
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

P
C
R
検
査
キ
ッ
ト�

�

導
入
予
定
は

答

1
0
0
人
分
の
検
査
キ
ッ
ト

を
既
に
導
入
し
て
あ
る

渡
と

口
ぐ ち

 直
な お

和
か ず

　議員

注意事項注意事項
採取前30分程度は、飲食や歯磨き、うがい薬を使用したう
がいはしないでください。また、採取時はなるべく清潔な
環境で手洗い、水で軽く口をゆすいでから採取してください。

検査状況がSNS 
にて直接通知が 

届きます

検査の流れ検査の流れ

キット内同封の 
返信用封筒にて発送 

（送料無料）

キット購入 
ご自宅で 
唾液採取
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月
島
機
械
と
の
裁
判
問
題
に�

�

つ
い
て

　
月
島
機
械
の
追
加
費
用
問
題
で
、
今
裁

判
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
だ
が
、
裁
判
の

経
過
を
伺
う
。

村
長

　
今
現
在
は
、
月
島
機
械
か
ら
の
言
い
分
、

そ
れ
か
ら
村
の
言
い
分
を
そ
れ
に
対
し
て

の
反
論
、
ま
た
さ
ら
に
、
資
料
や
答
え
に

対
し
て
の
請
求
と
い
う
状
況
で
す
。

質
問

　
こ
れ
ま
で
も
ら
っ
た
資
料
の
中
で
は
月

島
機
械
は
村
の
対
応
が
悪
か
っ
た
せ
い
で
多

額
の
追
加
費
用
が
出
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

村
の
言
い
分
と
し
て
は
、
諸
々
の
社
会
情

勢
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
月
島
機
械
の
言

い
分
の
中
に
、
村
側
が
工
事
は
今
の
状
態

で
進
ん
で
い
っ
て
大
丈
夫
で
す
か
ら
準
備
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

村
民
の
自
主
財
源
以
上
の
出
費
が
出
て
い

る
。
こ
れ
が
出
て
い
な
け
れ
ば
、
村
は
大
き

な
事
業
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
追
加
費
用
が
出
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
既
に
1
億
円
は
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長

　
こ
の
追
加
費
用
は
製
糖
工
場
84
億

9
，0
0
0
万
円
余
り
の
工
事
費
の
中
に

入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
製
糖
工
場
を
完

成
す
る
た
め
の
費
用
と
い
う
見
方
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
使
用
料
に
入
る

べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
り
ま
す
。

製
糖
工
場
の
使
用
料
に
つ
い
て

　
今
現
在
の
話
合
い
の
進
み
具
合
を
伺
う
。

村
長

　
そ
の
後
の
協
議
の
日
程
調
整
を
い
た
し

ま
し
て
、
日
程
を
取
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
日
程
前
に
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
ま

し
て
、
そ
の
緊
急
事
態
宣
言
中
に
は
お
互

い
控
え
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
控
え

て
き
ま
し
た
。
今
月
中
に
進
め
た
い
と
い

う
段
取
り
で
あ
り
ま
す
。

質
問

　
製
糖
工
場
、
こ
の
文
章
の
中
で
、
使
用

料
10
億
余
り
か
ら
3
億
9
，6
4
6
万
円

を
村
に
支
払
い
し
て
も
、
宮
古
製
糖
に
は

不
利
益
は
あ
り
ま
せ
ん
と
あ
る
。
こ
の
中

に
、
月
島
の
1
億
円
、
追
加
費
用
な
ど
が

入
っ
て
い
る
が
、
減
っ
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
、

出
し
て
も
い
い
。
そ
の
考
え
方
の
理
屈
が

分
か
ら
な
い
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長

　
村
と
し
て
は
、
村
の
負
担
、
村
民
へ
の

負
担
を
減
ら
す
と
い
う
方
向
で
考
え
る
の

が
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を

協
議
と
し
て
進
め
て
い
く
と
い
う
の
は
当

然
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
、

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

　
宮
古
製
糖
工
場
側
の
言
い
分
と
多
良
間

村
の
言
い
分
、
も
ち
ろ
ん
食
い
違
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
両
方
の
折
り
合
い
が
つ

か
な
い
場
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

村
長

　
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
と
い
う
こ

と
の
前
提
で
は
協
議
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

折
り
合
い
が
つ
く
方
向
へ
協
議
を
進
め
る

の
が
筋
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

製
糖
工
場
の
使
用
料
は

答

村
の
負
担
、
村
民
へ
の
負
担

を
減
ら
す
方
向
で
考
え
て
い
る

本
も と

村
む ら

 健
け ん

次
じ

　議員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
準
備
状
況
を
伺
う

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
県
内
で
は
5
日
か

ら
医
療
従
事
者
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
っ
て
お
り
、
村
と
し
て
の
準
備
の
体
制
、

ど
う
い
う
よ
う
な
体
制
で
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
臨
む
か
を
、
そ
の
対
応
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
接
種
券
、
ク
ー

ポ
ン
券
と
い
う
も
の
を
発
送
す
る
。
そ
れ

が
手
元
に
届
い
て
か
ら
接
種
は
受
け
る
形

に
な
っ
て
い
る
。
接
種
対
象
者
は
、
令

和
3
年
1
月
1
日
の
住
基
台
帳
で
9
4
7

名
。
こ
れ
は
16
歳
未
満
を
除
く
。
4
月
中

に
は
65
歳
以
上
（
3
5
0
名
）
と
基
礎
疾

患
及
び
介
護
福
祉
施
設
の
萌
木
の
利
用
者

及
び
従
事
者
、
そ
の
他
、
優
先
す
べ
き
方

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
順
次
接
種
で
き

れ
ば
と
い
う
計
画
を
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ

ン
は
同
じ
種
類
を
2
回
接
種
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
1
回
目
の
接
種
後
3
週
間

の
間
隔
を
置
い
て
、
2
回
目
の
接
種
と
な
っ

て
い
る
。
多
良
間
村
で
は
、
今
月
下
旬
を
、

ま
だ
日
に
ち
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
医

療
従
事
者
と
い
う
こ
と
で
診
療
所
、
歯
科

診
療
所
、
ま
た
消
防
団
及
び
救
急
搬
送
に

対
応
す
る
職
員
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
時
に
対
応
す
る
職
員
、
計
30
名
を

優
先
接
種
と
し
て
や
る
計
画
を
し
て
い
る
。

広
報
「
た
ら
ま
」
の
縮
刷
版
の��

発
行
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
3
巻
ま
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
後
、
長
期
間
の
停
滞
を

し
て
い
る
。
縮
刷
版
を
発
行
す
る
と
い
う

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
広
報
が
発

行
し
た
の
は
1
9
6
7
年
で
、
も
う
54
年

続
い
て
お
り
、
村
民
と
の
つ
な
が
り
を
持

つ
大
事
な
広
報
で
あ
る
。
発
行
を
ぜ
ひ
早

め
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
財
政
課
長
補
佐

　
昭
和
42
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
成
20
年
に
C
D
版
が
平
成
8

年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
作
成
し
て
い
る
。

17
年
以
降
に
関
し
て
は
、
6
月
の
補
正
予

算
で
予
算
計
上
を
し
、
作
成
し
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
村
内
の
道
路
に
お
い
て
、
道
路
標
識
、

標
示
が
な
か
っ
た
り
、
消
え
て
い
る
よ
う

な
状
況
で
あ
る
。
特
に
標
示
の
車
線
ペ
イ

ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
お
り
、
大
変
危

険
な
状
態
で
あ
る
。
事
故
防
止
、
安
全
運

転
を
守
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

土
木
建
設
課
長

　
4
月
の
新
学
期
に
合
わ
せ
て
、
小
学
校

の
道
路
周
辺
を
重
点
に
車
線
を
引
く
業
者

が
来
週
か
ら
入
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

標
識
に
関
し
て
は
多
良
間
駐
在
の
ほ
う
へ

修
復
要
請
書
が
あ
れ
ば
、
駐
在
の
ほ
う
で

標
識
修
復
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　
フ
タ
ッ
ジ
ウ
ガ
ン
が
県
営
土
地
改
良
区

の
予
定
地
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
は

も
う
既
に
伐
採
等
も
入
っ
て
い
る
。
大
事

な
島
の
文
化
財
な
の
で
、
ど
う
い
う
ふ
う

な
対
応
を
土
地
改
良
の
中
で
保
全
す
る

か
、
保
護
す
る
の
か
、
県
と
調
整
な
ど
を

や
っ
た
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
当
改
良
区
に
は
、
平
成
30
年
に
文
化
財

の
有
無
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、
こ
こ

は
村
指
定
の
史
跡
文
化
財
で
あ
る
と
い
う

事
を
回
答
し
て
あ
る
。
県
と
の
話
合
い
は
、

塩
川
、
仲
筋
の
字
長
、
そ
し
て
民
俗
学
習

館
の
職
員
が
協
議
会
に
入
っ
て
い
る
。
ど

う
い
う
ふ
う
に
保
全
し
て
い
く
か
は
、
県

の
担
当
、
村
の
土
木
担
当
と
も
協
議
し
て

調
整
し
て
い
き
た
い
。

提
案

　
保
全
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
ウ
ガ
ン
の

周
囲
に
石
壁
を
作
る
。
特
に
境
界
は
、
農

地
と
農
作
業
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

文
化
財
の
保
存
と
農
地
も
農
業
作
業
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
、
御
嶽
を
大
事

に
見
守
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
村
の
体
制
を
伺
う

答

医
療
従
事
者
計
30
名
を
優
先

接
種
の
計
画
を
し
て
い
る

福
ふ く

嶺
み ね

 常
つ ね

夫
お

　議員
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水
納
島
航
路
船
の
使
用
状
況
に��

つ
い
て

　
水
納
島
航
路
船
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。
裸
用
船
契
約
を
し
て
い
る
か
ら
利
用

に
関
し
て
は
使
用
者
の
勝
手
と
も
言
え
る
が
、

公
金
を
使
っ
て
建
造
し
た
船
で
あ
る
。
島
の

活
性
化
、
村
の
活
性
化
の
た
め
に
活
用
す
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
ど
う

い
う
状
況
に
あ
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

村
長

　
水
納
島
の
船
は
、
前
回
の
議
会
で
説
明

申
し
上
げ
た
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
関
係
で

チ
ャ
ー
タ
ー
の
観
光
客
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
こ
と
、
台
風
関
係
で
利
用
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ど
う
い
う
形
で
利
用
し
て
い
る
か
は

ま
だ
本
人
か
ら
は
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

多
良
間
─石
垣
航
空
路
の�
�

再
開
に
つ
い
て

　
多
良
間
・
石
垣
航
空
路
に
つ
い
て
航
空

路
再
開
の
直
前
の
ト
ラ
ブ
ル
で
再
開
は
宙

に
浮
い
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
本

村
は
県
に
対
し
て
再
開
を
強
く
要
請
し
て

い
る
が
ど
う
い
う
状
況
か
。

村
長

　
第
一
航
空
の
事
故
で
過
去
の
計
画
が
全

て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
事
故
時

点
の
経
営
者
、
会
社
の
内
容
、
そ
れ
が
全

て
変
わ
り
ま
し
て
新
し
い
経
営
者
が
第
一

航
空
を
買
い
取
る
形
で
今
や
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
つ
い
最
近
の
新
聞
で
は
、

6
月
頃
に
粟
国
の
路
線
を
再
開
し
た
い
。

た
だ
し
、
毎
日
運
航
じ
ゃ
な
く
ま
ず
は
週

3
回
ぐ
ら
い
の
臨
時
便
を
し
な
が
ら
毎
日

運
航
で
き
る
よ
う
な
状
況
、
体
制
を
見
て

い
き
た
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
多
良
間
・
石
垣
間
、

石
垣
・
波
照
間
間
も
今
後
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の

会
社
か
ら
正
式
に
、
ま
た
県
か
ら
正
式
に

と
い
う
話
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
議

員
を
通
し
て
話
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

意
見

　
今
の
答
弁
で
は
粟
国
線
が
6
月
頃
を
目

処
に
飛
ぶ
予
定
で
あ
る
と
い
う
お
話
で
あ

る
が
、
役
員
も
全
部
新
し
く
な
っ
た
第
一

航
空
が
今
年
の
12
月
再
開
に
向
け
て
4
月

頃
県
内
に
事
務
所
を
開
設
す
る
と
の
情
報

も
あ
る
。
ぜ
ひ
多
良
間
・
石
垣
間
の
航
空

路
が
早
め
に
開
設
で
き
る
よ
う
に
県
と
の

連
携
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
納
島
の
振
興
計
画
の�

�

策
定
に
つ
い
て

　
本
村
の
新
し
い
振
興
策
と
し
て
水
納
島

振
興
計
画
の
策
定
を
提
案
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
こ
の
策
定
に
関
し
て

は
何
か
動
き
は
あ
る
か
。

村
長

　
水
納
島
の
振
興
計
画
に
つ
い
て
の
提
案

の
内
容
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
覚
え

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
水
納
島
に
対

す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
現
在
の
課
題
と

し
て
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
向
け

て
の
取
組
、
ま
た
県
へ
の
要
望
と
い
う
形

で
今
現
在
進
め
て
い
る
。

意
見

　
県
へ
の
要
望
と
し
て
進
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
交
流
人
口
を
増
や
し

て
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
観
光
産

業
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

私
は
、
水
納
島
は
本
村
観
光
の
切
り
札
で

あ
る
と
何
度
も
訴
え
て
き
た
が
、
水
納
島

の
振
興
は
開
発
で
は
な
く
指
定
さ
れ
て
い

る
県
立
自
然
公
園
、
ま
た
美
し
い
村
を
生

か
し
た
方
向
で
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
。
魅
力
的
な
水
納
島
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
八
重
山
圏

域
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
て
、
多
良
間
・

石
垣
間
の
航
空
路
線
の
再
開
を
後
押
し

し
、
路
線
の
維
持
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
振
興
策
は
多
良
間
の
全
体

的
な
振
興
策
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
方
向
に
行
く
べ
き
で
あ
る
と
私
見
を
申

し
上
げ
る
。

問

水
納
島
の
振
興
計
画
は

答

県
へ
の
要
望
と
し
て�

�

進
め
て
い
る

豊
と

見
み

山
や ま

 正
ただし

　議員



令和 3 年 第 1 回定例会審議結果
審議した件名 概　要 結　果

令和２年度多良間村一般会計歳入歳出
予算の補正について

歳入歳出予算額から 47,075 千円を減額し、総額 43億 8,736
万 5,000 円とする。 原案可決

令和２年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から 27,776 千円を減額し、総額 1億 2,723
万 4,000 円とする。 原案可決

多良間村簡易水道事業特別会計歳入歳
出予算について

歳入歳出予算額から 0円を追加し、総額 7,541 万 5,000 円と
する。 原案可決

令和２年度多良間村介護保険特別会計
歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から 18,262 千円を減額し、総額 1億 4,033
万 6,000 円とする。 原案可決

令和２年度多良間村後期高齢者医療特
別会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から 280千円を追加し、総額 1,232 万 9,000
円とする。 原案可決

令和３年度多良間村一般会計歳入歳出
予算について 歳入歳出予算の総額は、32億 5,224 万 6,000 円と定める。 原案可決

令和３年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算の総額は、1億 3521 万 4000 円と定める。 原案可決

令和３年度多良間村簡易水道事業特別
会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算の総額は、9,115 万 9,000 円と定める。 原案可決

令和３年度多良間村介護保険特別会計
歳入歳出予算について 歳入歳出予算の総額は、1億 2,400 万 9,000 円と定める。 原案可決

令和３年度多良間村後期高齢者医療特
別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算の総額は、1,085 万 4,000 円と定める。 原案可決

多良間村議会議員及び多良間村長の選
挙における選挙運動用自動車の使用の
公営に関する条例の制定について

公職選挙法の一部を改正する法律（令和 2年第 45 号）の施
行により、村の選挙における立候補に係る環境の改善のため
に、選挙公営の対象を拡大する必要があるため。

原案可決

多良間村議会議員及び多良間村長の選
挙における選挙運動用ビラの作成の公
営に関する条例の制定について

公職選挙法の一部を改正する法律（令和 2年第 45 号）の施
行により、村の選挙における立候補に係る環境の改善のため
に、選挙公営の対象を拡大する必要があるため。

原案可決

多良間村議会議員及び多良間村長の選
挙における選挙運動用ポスターの作成
の公営に関する条例の制定について

公職選挙法の一部を改正する法律（令和 2年第 45 号）の施
行により、村の選挙における立候補に係る環境の改善のため
に、選挙公営の対象を拡大する必要があるため。

原案可決

多良間村税条例の一部を改正する条例
について

令和 3年度から個人村民税及び固定資産税の納期の変更に伴
い、当該条例を改正する必要があるため。 原案可決

多良間村ふれあいの里　ゆがぷうラン
ドに係る指定管理者の指定について

指定管理者
有限会社　郷土開発　知念　正勝 原案可決

多良間村山羊舎施設に係る指定管理者
の指定について

指定管理者
有限会社　たらま農産　知念　正勝 原案可決

多良間村団地牛舎の設置及び管理に関
する条例の制定について

多良間村団地牛舎施設が新設されるため、地方自治法第 244
条の 2第 1項の規定により条例を制定する必要があるため。 原案可決

あらたに生じた土地の確認について
公有水面埋立てにより本村の区域内にあらたに土地が生じた
ので、地方自治法第 9条の 5第 1項に基づき、確認する必要
があるため。

原案可決

字の区域の変更について
公有水面埋立てによりによりあらたに土地が生じたので、地
方自治法 260 条第 1項の規定に基づき、字の区域を変更する
必要があるため。

原案可決

← P.12 に続く

11 多良間村議会だより



2021年
３

月
　

N
o.53

発
行

／
多

良
間

村
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
調

査
特

別
委

員
会

〒
906

-0602 沖
縄

県
宮

古
郡

多
良

間
村

字
仲

筋
99

-2  ☎
0980

-79
-2014

印
刷

／
光

文
堂

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

株
式

会
社

  ☎
098

-889
-1131

村
議
会
だ
よ
り

編
集
後
記

作
物
を
栽
培
す
る
中
で
、
一
番
の
楽
し

み
は
収
穫
時
期
で
あ
る
。

今
年
も
無
事
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
作
業
が

終
わ
っ
た
。
今
年
中
学
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
女
生
徒
達
４
人
に
２
～
３
日
収
穫

作
業
を
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。

作
業
中
も
休
憩
時
間
で
も
に
ぎ
や
か
で

う
る
さ
い
く
ら
い
ス
タ
ミ
ナ
が
あ
る
。

彼
女
た
ち
が
１
年
生
の
時
に
、
初
め
て

子
供
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

畑
で
の
３
時
ゆ
く
ー
に
、
３
年
前
の
子

供
議
会
だ
よ
り
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
反
応

が
一
人
一
人
違
っ
て
い
た
。
議
会
だ
よ
り
を

見
な
が
ら
過
去
の
自
分
と
向
き
合
っ
て
い

る
姿
に
、子
供
達
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
今
は
家
族
以
上
に
友
達
と
過
ご
す
時
間

が
一
番
楽
し
い
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い

る
。「
高
校
３
年
間
の
友
達
が
一
生
の
友

達
に
な
る
。
勉
強
は
２
番
目
で
い
い
。
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
友

達
を
つ
く
り
な
さ
い
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

成
人
式
を
迎
え
る
頃
に
は
、
両
親
や
地
域

の
人
達
に
感
謝
の
言
葉
が
言
え
る
ま
で
に

成
長
し
て
い
く
。
彼
女
た
ち
の
収
穫
期
間

で
あ
り
再
会
が
楽
し
み
だ
。
君
た
ち
の
未

来
に
は
無
限
の
収
穫
が
待
っ
て
い
る
。
前

進
だ
。

今
回
が
、
最
後
の
「
編
集
後
記
」
に
な

る
。
４
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
広
報
委
員　

安
里 

三
喜
男

多
良

間
村

波
平 

長
市 

事
務
局
長 

14
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
こ
の
度
、
波
平
長
市
事
務
局
長
が
定
年
退
職
を

迎
え
ま
し
た
。
多
良
間
村
役
場
職
員
と
し
て
、
14

年
間
勤
め
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

事
務
局
人
事 

　
４
月
１
日
に
辞
令
交
付
が
あ

り
、
亀
川
竜
矢
さ
ん
が
議
会
事

務
局
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12 議 会 ト ピ ッ ク

2020 年 3月定例会

　

審
議
結
果
を

多
良
間
村
公
式
Ｈ
Ｐ
で

　

確
認
で
き
ま
す
。

	 令和 3 年 第 1 回定例会審議結果� P.11 より続き←

審議した件名 概　要 結　果
多良間村コンテナハウス等の設置及
び管理に関する条例の制定について

多良間村コンテナハウスが設置されるため、地方自治法第244
条の2第 1項の規定により条例を制定する必要があるため。 原案可決

多良間村介護保険条例の一部を改正
する条例について

介護保険法及び関係法令の一部改正と多良間村第8期介護保険
事業計画の変更に伴い、条例の一部を改正する必要があるため。 原案可決

多良間村高齢者生活福祉センターに
係る指定管理者の指定について

指定管理者
社会福祉法人　多良間村社会福祉協議会　豊見城　勝正 原案可決

大神地区土地改良事業（区画整理）
の施行について

多良間村整備事業管理計画に基づき、大神地区の土地改良事
業（区が整理）を施行し同地域の農業生産の向上を図る。 原案可決

普天間ターミナルに係る指定管理者
の指定について

指定管理者
（資）多良間海運　伊良皆　光夫 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任
について

住所　多良間村塩川
氏名　友寄　春光 同　意

工事請負契約について 契約の目的：堆肥製造機械格納庫建築工事 原案可決
多良間辺地に係る公共的施設の総合整
備計画（第８次計画）の変更について

辺地に係る公共的施設の総合的整備のための財政上の特別措置
等に関する法律（昭和37年法律第88号）第3条の規定による。 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について 住所　多良間村塩川
氏名　島袋　梅子 諮　問

令和３年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書について 令和３年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書を議会に報告。 報　告




